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平成 22 年(2010)医師・歯科医師・薬剤師調査の結果 
 

厚生労働省では、このほど、平成 22 年「医師・歯科医師・薬剤師調査」の結果を取りまと

めましたので公表します。 

「医師・歯科医師・薬剤師調査」は、医師・歯科医師・薬剤師の性、年齢、業務の種別、従事場所、

診療科名（薬剤師を除く）などによる分布を明らかにすることを目的として、２年に１度、医師法・歯科

医師法・薬剤師法に基づき医師・歯科医師・薬剤師が保健所に届け出た各届出票を集計しています。 

 

                

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

               

 

 

 

                                          

 

 

 

 

      

詳細は別添概況をご覧ください。 

【調査結果のポイント】 
○ 医師・歯科医師･薬剤師の数 

  いずれも、届出数は前回調査(平成20年)に比べ増加 

   医師数   295,049人(前回に比べ  8,350人、2.9％増)(P.５、表１) 

   歯科医師数 101,576人(  同    2,150人、2.2％増)(P.17、表９) 

   薬剤師数  276,517人(  同    8,766人、3.3％増)(P.23、表14) 
 

○ 女性の医師・歯科医師・薬剤師の数と割合 

医師     55,897人、18.9％(前回に比べ 3,900人、7.5％増)(P.５、表１) 

歯科医師   21,457人、21.1％(  同    1,336人、6.6％増)(P.17、表９) 

薬剤師    168,449人、60.9％(  同   5,276人、3.2％増)(P.23、表14) 
   

○ 施設の種別にみた医師数 

 ｢病院(医育機関附属の病院を除く)｣     132,409人(前回に比べ 4,706人、3.7％増) 

 ｢診療所｣                             99,465人(  同   1,834人、1.9％増) 

 ｢医育機関附属の病院｣        48,557人(  同   1,994人、4.3％増) 

  (P.５、表１、P.６、図１) 
 

○ 主たる診療科名が「小児科」「産婦人科・産科」「外科（※）」の医師数 

   ｢小児科」          15,870人(前回に比べ 634人、 4.2％増) 

   ｢産婦人科・産科」     10,652人(  同   263人、 2.5％増) 

 ｢外科（※）｣          27,820人(   同    295人、 1.1％増)(P.11、図４～６) 
     ※外科、呼吸器外科、心臓血管外科、乳腺外科、気管食道外科、消化器外科(胃腸外科)、肛門外科、小児外科をいう。 
 

○ 従業地の都道府県別にみた人口10万人当たりの医療施設に従事する医師数 

   全国では219.0人で、前回に比べ6.1人の増 

 最も多いのは京都府(286.2人)、次いで東京都(285.4人)、徳島県(283.0人) 

 最も少ないのは埼玉県(142.6人)、次いで茨城県(158.0人)、千葉県(164.3人)(P.13、図７) 
 

○ 医療施設に従事する医師の「取得している広告可能な医師の専門性に関する資格名」 

 今回の調査で初めて人数を把握したところ、最も多いのは外科専門医(19,144人)、 

 次いで総合内科専門医(14,647人)(P.15、表７) 

 
平成 23 年 12 月６ 日 

【照会先】 

大臣官房統計情報部 人口動態・保健統計課保健統計室 

 室       長   武田 康久 

 室 長 補 佐   佐藤 直行 

（担当・内線）     保健医療統計係（内線7523） 

（電話代表）     03(5253)1111 

（直通電話）     03(3595)2958 


